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私
は
２
０
２
１
年
度
か
ら
２
０
２
２
年
度

ま
で
経
済
学
研
究
科
長
・
経
済
学
部
長
を
拝

命
し
、
２
０
２
３
年
度
は
１
年
間
の
再
任
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
の
経
済
学
研
究

科
・
経
済
学
部
の
取
組
を
入
学
試
験
・
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
改
革
・
産
学
連
携
・
国
際
研
究
力

強
化
の
４
点
か
ら
ご
説
明
し
ま
す
。

第
一
に
、
入
学
試
験
の
取
組
で
す
。
現

在
、
経
済
学
部
で
は
、
一
般
文
系
（
１
８
０

名
）
・
一
般
理
系
（
25
名
）
・
特
色
文
系

（
15
名
）
・
特
色
理
系
（
10
名
）
・
外
国
学

校
出
身
（
10
名
）
と
い
う
多
様
性
の
あ
る
選

抜
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
入
学
試
験
の
難
易

度
は
、
東
大
文I

・
文II

・
京
大
法
と
並
ん

で
、
最
難
関
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
今
後
の

課
題
と
し
て
は
、
現
在
は
35
名
に
留
ま
る
理

系
人
材
と
２
割
程
度
に
留
ま
る
女
子
学
生
の

増
大
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

第
二
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の
取
組
で

す
。
現
在
、
経
済
学
研
究
科
・
経
済
学
部
で

は
、
経
済
学
を
主
専
攻
、
デ
ー
タ
科
学
を
副

専
攻
と
し
て
、
文
理
融
合
教
育
に
努
め
て
い

ま
す
。
現
在
は
、
２
回
生
時
に
第
二
外
国
語

の
代
わ
り
に
デ
ー
タ
科
学
科
目
を
選
択
で
き

る
デ
ー
タ
科
学
選
択
制
度
を
導
入
し
て
い
ま

す
が
、
２
０
２
５
年
度
か
ら
は
第
二
外
国
語

の
代
わ
り
に
デ
ー
タ
科
学
科
目
を
必
修
化
し

ま
す
。
他
方
で
、
外
国
学
校
出
身
者
ほ
か
向

け
に
、
語
学
力
を
重
視
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
置
し
ま
す
。
ま

た
、
３
回
生
前
期
時
点
で
、
上
位
２
割
を
在

学
時
成
績
優
秀
者
と
し
て
認
定
し
、
希
望
者

に
は
大
学
院
生
科
目
の
履
修
を
認
め
、
５
年

間
一
貫
で
学
士
・
修
士
を
併
修
で
き
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
設
置
し
、
毎
年
10
名
程
度
の
学
生

が
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

第
三
に
、
産
学
連
携
の
取
組
で
す
。
現

在
、
経
済
学
部
で
は
、
５
つ
の
ス
ポ
ン
サ
ー

企
業
か
ら
寄
附
講
義
を
設
置
し
て
頂
き
、
就

職
活
動
の
始
ま
る
２
回
生
か
ら
、
実
務
的
な

知
識
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
、
同
窓
会
特

別
学
生
会
員
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
に
も
ご
協
力

を
頂
い
て
い
ま
す
。

第
四
に
、
国
際
研
究
力
強
化
の
取
組
で

す
。
京
都
大
学
は
、
国
際
卓
越
研
究
大
学
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
申
請
を
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
ｏ

ｐ
10
％
の
高
被
引
用
論
文
が
重
視
さ
れ
る
の

で
、
全
教
員
・
全
論
文
の
出
版
数
・
被
引
用

数
を
見
え
る
化

し
互
い
に
切
磋

琢
磨
し
て
い
ま

す
。
最
も
優
れ

た
研
究
力
の
あ

る
教
員
に
は
、

特
別
研
究
教
員

の
称
号
を
付
与

し
、
研
究
専
念

の
待
遇
を
与
え

て
い
ま
す
。
大

学
院
生
に
対
し

て
は
、
民
間
寄

付
金
を
用
い

て
、
全
て
の
博

士
後
期
大
学
院

生
が
何
ら
か
の

生
活
支
援
を
受

け
ら
れ
る
制
度

を
始
め
ま
し

た
。
最
後
に
、

高
田
保
馬
記
念

講
演
を
設
置

し
、
国
際
的
に

優
れ
た
研
究
者

を
招
聘
し
、
研

究
報
告
を
頂
く

機
会
を
増
や
し

て
い
き
ま
す
。

以
上
が
、
私

が
部
局
長
と
し

て
取
組
ん
で
き

た
主
な
事
項
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
海
外

の
ト
ッ
プ
校
の
背
中
は
依
然
と
し
て
遠
く
、

我
々
の
努
力
は
未
だ
に
及
び
ま
せ
ん
。
今
後

も
来
し
方
百
年
の
良
き
伝
統
は
守
り
つ
つ

も
、
行
く
先
百
年
で
は
改
革
を
怖
れ
ず
に
進

ん
で
い
き
ま
す
。
ど
う
か
同
窓
会
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
私
た
ち
の
取
組
を
温

か
く
お
見
守
り
下
さ
い
。
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